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高強度鋼用の複半月充填ボルト接合に関する基礎的研究 
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  The authors have presented the half-moon shaped bolts for a fastener of high-strength steel members. 
In previous paper, we showed a effectiveness and performance of the bolt joint and mechanical 
properties of bearing failure through loading test and analysis results. The half-moon shaped bolt has 
self fastening effect that its diameter become longer when the gap between hole and bolt is generated. 
We treated a beam flange joint specimen as an application of the half-moon shaped bearing bolt. Cyclic 
loading tests were performed on the beam flange joints. This paper showed influence of a self 
fastening effect on flexural rigidity of the beam joint by use of the half-moon shaped bolts. 
 

































加力装置の概要を図 1 に示す. 
 ピンとローラー支持を取り付けた反力梁上に試験
体を設置し, 試験体中央部にピンとロードセルを介 
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重 P を制御する漸増荷重振幅繰り返し載荷とした. 
 試験体の形状を図 2 に試験体の継手部を写真 1,図
4 に示す． 
 試験体は, 全長 4500mm の細幅 H 型鋼（BH-250
×125×6×9）で中央から 500mm の位置にボルト継
手を有している． 
 ウェブ部はゲージ長 90mm，ピッチ 60mm で
S10TM16 摩擦ボルト 8 本で接合している．試験体は
フランジ接合形式を変化させ, フランジの接合を
ゲージ長 60mm，ピッチ 60mm, はしあき距離 40mm





 試験体に用いた H 型鋼梁の各部の 1 号試験片によ
る 3 本の引張試験結果の平均値と, 10TM16 ボルト
の規格素材特性を表 1 に示す． 
複半月充填ボルトの設置状況を図 5 に示す． 
  
図 1 加力装置図 
  
図 2 加力プログラム(漸増荷重振幅繰り返し載荷) 
  
図 4 継手の詳細とひずみゲージ貼付位置 
 
 
図 3 試験体 
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体について図 4 に示す位置に検長 5mm の一軸箔ひ
ずみゲージを貼付して計 10 点の材軸方向直ひずみ
を計測した. 
 中央たわみ, wは次式により算定した. 













































































図 6 継手のガタを考慮した中央点たわみ量 
 
   充填ボルト 
 図 5 充填ボルトの設置状況 
 表 1 素材試験結果(JIS1 号試験片) 
 
σy σu εu 
(N/mm2) (N/mm2) (%) 
6mm plate 350  443  0.213 
9mm plate 305  443  0.201 






























(b) 45kN 振幅（1 サイクル目） 
  
(c) 60kN 振幅(1 サイクル目) 
  
(d) 60KN(2 サイクル目) 





(b) 45kN 振幅（1 サイクル目） 
  
(c) 60kN 振幅(1 サイクル目) 
  
(d) 60KN(2 サイクル目) 
 
 図 8 無次元化荷重-たわみ関係(摩擦ボルト接合試験体) 
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 図 7 には,充填ボルト試験体について,単位変計角荷
重で無次元化した荷重 P･l 2/48･E･Isとスパン長で無次
元化した中央たわみw/lの関係を(a)全履歴,(b)45KN振
幅の第 1 サイクル,(c)60KN 振幅の第 1 サイク
ル,(d)60KN 振幅の第 2 サイクルについて,それぞれ示
す.図 8 には,同様の関係を摩擦ボルト接合試験体につ
いて示す. 尚,図 7,8 には,(2.b)式,(5)式から求めた継
手の剛性が最大とした算定値((2.b)式)と最小とした算
定値((5)式)を一点鎖線で示している.図 9 には,図 4 の
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(d) ε 9 ひずみ 
図 9 下フランジのひずみ履歴(充填ボルト接合及び摩擦ボルト接合試験体) 
  
(c) ε 8 ひずみ 
  
(a) ε 4 ひずみ 
  






3) 図 8 より,摩擦ボルト接合継手を有する梁の剛性
は予測した最大の算定剛性にほぼ等しく,スプラ
イスプレート付加による剛性上昇はない. 
4) 図 9 より,充填ボルト接合継手では,下フランジ部





テーパ面の勾配が 5mm ずれると１mm 拡径するこ
とから次式が与えられる. 
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